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批
判
©
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つ」

と
い
ふ
點
に
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
ゐ
な
か
つ
た

、
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Tln
取
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雜
誌
笫
四
十
四
翁
笫
七
號

'
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■
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-

:

の
歲
入
を
維
持
すI
の
.ぼ
不
可
能
々
あ
■る
!0

. 

:
: 

v

 

' 

我

々

は

我

々

，，の

延

白

霄

全

歡

の

掌

と

な

る

主

，製

な

點

に

觸

れ

ト

。
. 

■
そ

し

て

耽

々

-は

こひ
國

の

人
民
を
傷
つ
け■る
こ

と

な

く
^
め

輩
か
な
源 

,

，
泉

か

ら

引

出

す

.
た

め

に

は

國
民
所
得
を
梢
加
す
る
以
外
に
財
配
に
お
げ

f

s

v

v:■

驗

を

知

.

.

と

。

il
l
し

く

そ

と

で
-比

闕

富

を

咐

加

す

石

ご

上

が̂

政

の

浒

上

问

的

と

さ- 

'
れ

て

ゐ

た

の

で

あ

つ

た

，。
，
そ

し

て

こ

れ

を

蓝

第

>

じ

て

判

事

達

の

議

論

が

，

;;
::
/
.瑪

顧

馬

_

$
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S

■
赛

E
.
0
:
虞

^

/

向

• 

_
そ
の
技
倆
及
び
そ
の
能
力
^
應
じ
て
働
が
せ
な
い
の
，は
不
常
で
あ 

る」

、
7

ラ
ジ
ス
人
の
す
能
ば
若
し
そ
れ
が
自
出
に
よ
つ
て
_

ま
さ
れ
る 

な
ら
ば
素
晴
し
い
ご
と
，を
什M遂
げ
る」

、
—l
*農
業
•商
業
及
び
エ
，業
を
育
成 

.せ
よ
.。
外
^
人
を
騙
さ
ぅ
と
ず
る
以
外
に
は
自
出
に
立
廻
ら
•せ
よ
。
人
は 

,

,犬
地
か
ら
！§を
敗
也
し
、
又
石
を
金
に
變
へ
る

」

と
い
'つ
た
凋
子
で
。
'
-

人，
V•:

1J
か
も
と
の
間
に
多
少
と
も

「

レ
ッ
ヰ
，*-
フ
ヱ
ー
ル」

主
義
.の
摻
透
、
21 

農
學
派
の
燃
！

T

か
認
妁
ら
れ
は
し
た
。
し
か
し
街
意
す
べ
'き
は
著
激
の 

判
^
達
は
則
論
家
と
い
ふ‘よ
り
寧
ろ
多
忙
な
贺
務
家
、
賢
際
家
だ
つ
た
と 

い
ふ
點
。
そ
し
_て
現
齊
の
機
會
に
卽
し
乐
：
1
1か
れ

た

ん

の

が

ほ

が

&'
ら

ぬ 

、

1&
の「

醫

鼙

」

-:
0
#

令

む

ぞ

扣

を

麗

把9
:費
料
を
が
み
看
做1,
|

^

^

■

■害
办

ば

餘
0:
感
^

^
な
.い
"

_者
は
舉
へ
る
0
:
レ̂
て
-;
の

-4
建
0

:■
'

._

塵

底

に

靡

る

箭

の

龜
_

篆

べ

、
ィ

遙

条
’

.

s

_.

办
で
あ
る-o
尙

ど

め「

連
自
書」

の
一
本
は
コ.
.ロ
ン
ビ
ァ
大
战
の
セ
，
リ
グ 

,

マ
ッ
文
陳
に
所
藏
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
研
究
ば
そ
れ

.に
據
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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0
:
福

語

。
：
.^
ご
：：：；« .
甜
:«
為
 

.
と

じ

て

豳

ら

，く

本

書

は

敗

治

.經

霞
W
に

と

つ

て

特

に

興

^

深

い

も

の 

务

.

；
;^
M:
:忠

篇

：

の
一
■

成
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f
e
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l
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の〜

ぢ
に
も
、’英
國
諸
學
派
に
お
•い
て
狼
芬
し
發
展
し
光
と
同

一

の
倫
理 

.

.

.觀
が
そ
の
：̂

を
靦
が
せ
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安

巡
，
孰
侈
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龜

方

.膨

猶
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'勤
勉

十

拍

膨
>>
.
#
用;.
0
.

.っ

.生
麄
^

勞̂
^

^
 

市
圾
の
幸
歸
に
と
つ
て
必
耍
な#
4
:と.し
て
獎
勵
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
し
て 

第
十
八
I

の
し
れ
ら
{
U吏
達
の
思
想
に
お
い
て
恐
‘ゐ
し
く
近
代
的
ヒ
槪

念
は
、
*
ロ
.の
餅
究
が1

_思
：の

蕾

機

の

囊 

ご
i
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:
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:

;

€强
.調

1<
:た

黯

贫

ぁ

冷

た

岑

ぃ^:
て
^'
'
'
'
^

,

機
會
の
な
い
维
济
ぬ
比
如
上
^)
ベ
ィ
ク
氏
の
硏
究
成
见
を
批
判
す
る
資
格 

.

は
方
い
。
仍
っ
て
氏
の
成
來
を
と
こ
に
忠
媒
に
紹
介
し

^
次
第
で
あ
る
。

、 

'

ノ 

，

，ン

(

渡
礙
國

s

'

■'
.
,
.;'
.
'
.
.
'
.

-v
;:
:
:
..'
■•
:パ-

:
.
v-;
'
-'
.
,
. 

ぐ
 

<■.
.
.
:
.
' 
へ
：
：-.
;
:■
■.'
.
'
 

... 

.

.

フ
ラ
ン
ソ
：ワV
L
•

ガ
ン
-ソ
I
フ
、
：

：
,
'
.

. 

'

-

.

V 

- 

.

.

^

1

-

I
-
.
. 

 ̂

.
'
匕
へ

,:-
'
. ; 

ノ 

：
；
.
.
' 

>

.

.

(
F
r
a
n
c
o
i
s

 L. 

G
a
n
s
h
o
f
y
s
c
h
a
r
l
e
m
a

oqn
e
^

TOPのcu
l
u
m
,

 

vol. 

24. 
N
o
.

 4. 

O
ct
; 1949. p

p
.

故0
—
5
2
8
0

.本
諭
文
は
全
體
と
し
て
み
れ
ば2 Vita carai I

g
n
f

 „

の
現
代 

史
學
水
準
で
のAi

m
a
l
e
s

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う

b

著
^
は
い 

うr

私
は
力
ー
ル
大
帝
の
究
金
な
肖
像
を
描
き
出
し
た
り
、
力
ー
ル
が
歐
羅 

巴
史
を
塑
彫
し
た
遣
り
方
を
説
明
レ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
■又
力
ー
ル
の 

政
治
の
完
全
な
描
寫
を
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
力
I
ル
の
歴
史
の
典
腺
を 

i

l

^

fK-
x:
'
、
ご,

力
1
^,
0
政
治
の
0
々
な
局
面
釦
浮
彫
.0
忆
^
特 

徵
付
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。
私
は
•亦
政
治
家
と
し
て
の
力
ー
ル
の
人
柄
の 

ゝ

輪

廓

を

畫

乂

た

め

に

全

力

を

法

が

さ

。

^:
だ

わ

ち

著

者

は

地

理

學

的

な 

叉
.は
|

的̂

な

顶

浪

を

猶

っ
.
.て-

6

 

$れ
る

史

學

的

，
分

析

方

法

を

斥

.け
、：

年 

代
記
的
な
方
法
を'そ
の
根
翰
と
し
、
そ
れ
か
ら
政
洽
家
の
史
的
性
i

寫 

が
派
生
す
る
匕
と
を
狙
と
し
て.い
る
。
新
た
な
史
舉
段
階
で
の
ク
ロ
 
ニ
ク 

ル
の
硏
绝
が
提
起
す.る
も
の
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

，

第1

期
、
カ
ー
ル
の
治
政
の
創
業
期
。
七
六
八
年
ピ
ピ
ン
三
胜
の
死
。
力 

i
ル
は
ク
：ラ
.

X

ク

王

國

の

半

ば

を

弟

力

ー

.ロ

.マ
ン
■と
共
に
統
洽
す
。
力

ー

 

ル
は
ア
キ
タ
土

T
の
叛
亂ti

r

魅
。
母
べ
ル
タ
の
影
響
に
よ
り
外
政
で
は 

.放
棄
政
策
を
と
^
。
バ
ヴ
ァ
认
ア
の
首
長
ダ

‘ジ
口
！二
世
と
の
和
解
。
ロ
ン 

^
ル
ド
玉
デ
へ
ジ
デ
、
リ

々

：
ス
と
の

.軌
解
0

の̂
結
果
バ
ヴ
.ズ
ゾ
ア 

の
獨
立
。D

-
V

ハ
ル
ド
王
國
の
た
め
ロ
丨
マ
援
肋
放
棄
。，

第
二
期
、
カ
ー
ル
、の
試
燦
期
。
七
七
一
年
情
勢
一
變
す
。
ロ
ツ
バ
ル
ド
同 

.盟
カ

讓
'0
.:̂
:

カ̂
フ口

：.

％
ン
死
す
0
力
ー
.ル
そ
の
領
土
令
歲
:^
'
,
.
: 

甥
め
王
|

眾

を

婦

げ
>°
.カ
;̂
ル
*:
有
^

王̂
朝
の
#
ー
0
,國
^

,^
制 

整
備
に
よ
る
ラ
ィ
ン
右
捧
及
び
チ
ュ
ー
リ
ン
ギ
ア
の
フ
ラ
ジ
ク
の
土
地
を ;擊

.サ

ク

乂
1
.ネ

ス

：へ
.の

韻

仇

的

遠

征
,°
七
七
一i
年

ザ

ク

セ

ン

へ

の

逆

侵 

.:

.

.入

。

ザ
ク
セ
ン
戰
爭
の
一！

^

0-'
,西
ザ

グ
.：セ
ジ
：に

お

い

そ

恒

久

的

城

寒

に

ょ 

-
り

防

護

氣

龙

特

別

な

軍

泰

紐

織

を

も

り

た

彳

ル

彡

の

確

立
^

8
.
^
ド
ネ
ァ
：ヌ^;
:
|
6の
：要
請
ゼ
ィ
タ
リ
ァ
防
護
の
た
め
口
シ
バ
ル
ド 

:--
:
遠
征
。：

七
.七
四部
ロ
ン
バ
ル
ボ
王
を
兼
癖
。
敬
虔
な
ヵ
ー
ル
が

l

fl
.を 

:■
:守
護
す
る|

基
礎
ば
.ガ
？
ル'0
受
け
た
：|ロ
'1
-
マ
貴
族』

の
稱
號
に
蕋 

、
ぐ
。
七
：七
七
奔
ヵ
ー
ル
：
の
王
機
伸
張
と
ス
ぺ

.ィ
ン
征
國
の
幻
想°,
七
七
八 

.
.,
-
-
-
年
ズ
.ぺ
ィ
ゾ
遠
征
の
失
敗
タ
敗
返
途
上
ピ
ギ
ネ
す

'山
氓
で
バ
ス
ク
人
：に
追 

:•
擊
さ
る
。七七

八
年
ガ
：ス
.>-.1..1、

プ
キ
ダ
-~
ア
、
<
タ

リ

ア

の

醫

。

..
パ
フ
ー
フ<
ク
諸
國
：

〈

#
:クソスの侵入

0と
，れ
ら'の
.危
機
か
ら
の
脫
出
？ 

:

ヾ
七
七㈨

申
へ
'
が

ス

タ

ル

r-
お
，
い
，
て

內

政

Q:

整
備
を
檢
討

—

そ

の

.諸

成

果 

©
. 5 c

a
f

»总

ゴ
^
の
反
映
：。
ン
ヵ
ト
火
の
天
分
の
發
揮
。
七
八
、五
年 

ザ
>.
:セ
ジ
戰
の̂

^
と
、
該
王
國
め
服
屬
及
び
そ
の
領
土
：を
敎
管
區
に
分 

,
.
:割
0'
-
フ
»;
:ジ
ァ
の
東
部
吹
征
服
。
傳
統
を
誇
る

■ロ
'.
1
.
マ
：
人

は

ヵ

.
！
.
ル

及

び 

:
>'■
*

フ
：
ラ

ン
：：

<
の
.武

將

連

を

霧

厶

之

見

る
-0
壬
國
.の
.
1--
*子
に
分
ウ0
但
し 

へ
；.
.
.
.
力
ー
ル
ば
沈
ゆ
る
重f

決
®

金
保
齓
す
。
一
七
八
九
年

『

全
國
論
赍
令

j 

.

.
に
:^
?>
-
'聖
界
の
淨
化。
':;
ぞ 

.• 一

..

第

三

期

、
：
垒

般

的

危

機

。

七
九
一
一
年
ザ

 

>
:セ
ゾ
.坟
叛
»

。
ー
七
九
三
年
大
飢 

;.)：

饉

。
：全

般

的

叛

亂

？

ぺ̂
グ

-;
:

.ン
ぐ
ト
：侯

に

敗

北

。'サ
.ラ(

卞
 

.
;-
み
："ニ
へ
ァ
办(

>
.ル
^:

,-'
:歆
四
期
い
確
立
期
。
七
九
四
ィ
九
七
年
戰
爭
繼
續
-°
七
九
八
年
ノ
ル
+ド
ァ

六

五

C

四
六
.

I
)



蕾

學

#

雜
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U 第

四
十
：©

_

^

'-
t
:-^
.;̂)

：;:
;
v
:
:
.

〉

v
.
:

ル
ゼ
ソ
ギ
ア
及
び
ゥ
ィ
モ
デ
ィ
ア
を
卜
ロ
領
。

ィ
ズ
パ
ニ
ア
の
マ
、
ル
ク
を
新 

設
し
漸
次
！
！
大

す

。
ダ
一
一
，
ュ
ー
ゥ
ブ
^

^

を

併

合

。
バ
ヴ
ァ
リ
ア
、

フ
リ 

ュ
.
ゥ
の
マ
ル
ク
を#

を

。
七

九

四

年

力

ー

ル
の
主
宰
す
る
ア
ラ
ン
ク
フ
ル 

一

ト

議

粋

お

い

て

塞

瞥̂

f

說
，の
排
！
^

敎

義

並

ぴ

に

識

會

ヒ

ラ

ル
,. 

キ
'|:
"
:
の
| ;

立

。
'
ア
^

ク
ィ
シ
'空

る

影

響

。”

.バ
、
ム 

-

一
.
, 

.

第
五
^

、

ヵ
ー
ル
に
よ
る
ロ
ー
マ
古
代
の
傳
統
の
終
焉
=

八
0

0

年
の
戴 

.
瘤

武

の

翌m

よ
y

始
ま
る
矛
盾
の
時
期
。
：
ベ

ネ

デ

ィ

ク
-'
K

の
宗
規
。
巡
察 

: 

'使

制

：の̂

實

。■

藍

帝

：の

資

格

で0
誠
&

の
&

念

；
の

、
擴

汰

。

^

2

ハ

年

壬.
S
.

.位
繼
7^
制
に
.夂
蚤
帝
制
の
徵
め
破
壞;°
フ
；テ
ジ
ク
の
獲
へ
：
.
'の，復
鹰
-- 

(Imp^riaHS 
p
o
t'f'

2^
,
.
の
.輕
視〕
。
'八
.

I 
四
年 

一
 
M
 

一
-.
+

八
日
''
*

1
.ル
.，

:は
七
1

i を
以
で
狡
す
。;'.
:
.
^
^
 ̂

て

:-
:

'
-
へ
-

.

ぺ
力
.丨
.
.ル
ば
败
治
家
ど1>
て
.ば
す
..で
に
存
在
す̂

^
の
.
.，を

踩

用
.^
改
善
し 

八

そ

.の

政

策

は

賺

的■
心
と
不
可
分.で
あ
.
つ
：
だ

。

力

ー

S
 

： 

”

.
へ

「

ロ
'
!
"ラ
：

X

の
歌」

.の
最
後
め
：
ナ

句- n

我

が

生

雜.- 

.

.ぼ
如
何
.に
途
遠
が.り
:1
>
.匕
と
よ
-
1
.が
最
も
よ
ぐ
示1;
.て
い
る
。':
.,

V

一
最
歡
に
著
者
は
次0
:よ
5:
;
に

そ

の

抱

負

を

述

べ
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